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新
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と
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市
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の
皆
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は
、
希
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に
満
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た
新
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す
。
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に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
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会
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協

旧
年
中
は
市
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

の
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
元
年
の

の
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
元
年
の

東
日
本
台
風
に
よ
る
災
害
、
令
和
２
年
か
ら
続

東
日
本
台
風
に
よ
る
災
害
、
令
和
２
年
か
ら
続

い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

い
て
い
る
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禍
に
加
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、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
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、
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不
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な
ど
に
よ
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ン
フ

ラ
イ
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攻
、
物
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不
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な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
進
行
と
、
混
乱
の
中
で
過
ご
さ
れ
た
方
も
多

レ
進
行
と
、
混
乱
の
中
で
過
ご
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
災
害
か
ら
の
復
旧
、
仕
事
の

い
と
思
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ま
す
。
災
害
か
ら
の
復
旧
、
仕
事
の

形
態
や
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改
革
、
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数
回
に
わ
た
る
新
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形
態
や
働
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方
改
革
、
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数
回
に
わ
た
る
新
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
、
さ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
中
で
、
こ
う
し

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
中
で
、
こ
う
し

て
新
た
な
１
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

て
新
た
な
１
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
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た
。コ

ロ
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で
の「
経
済
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策
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は
、
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コ
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で
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創
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生
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で
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で
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ス
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構
想
事
業
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ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
な
ど
を
可
決

し
て
き
ま
し
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。
こ
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か
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も
今
ま
で
の
対
策

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
の
対
策

を
検
証
し
、
議
会
と
し
て
新
た
な
対
策
を
提
案

を
検
証
し
、
議
会
と
し
て
新
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策
を
提
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し
て
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。
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て
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市
議
会
と
し
て
も
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ト
に
よ
る
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市
議
会
と
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て
も
タ
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に
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を
実
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、
リ
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に
よ
る
研
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レ
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化
を
実
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、
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よ
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研

修
会
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や
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会
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を
可
能
に
し
、
お
お

修
会
参
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や
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会
出
席
を
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、
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に
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用
し
て
ま
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ま
し
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。
今
後
も
議
会
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に
活
用
し
て
ま
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し
た
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今
後
も
議
会

で
の
で
の
D
X
D
X
を
進
め
て
ま
い
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ま
す
。ま
た
、議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、議

会
運
営
の
原
則
や
市
民
と
議
会
、
議
会
と
市
長

会
運
営
の
原
則
や
市
民
と
議
会
、
議
会
と
市
長

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
議
会
の
基
本
姿
勢
を

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
議
会
の
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本
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を

明
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化
し
た「
議
会
基
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例
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明
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議
会
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」の
策
定
を
目

指
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て
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す
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り
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行
政
と
議
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の
両
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と
し
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と
議
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図
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目
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の
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目
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迎
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す
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れ
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更
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と
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感
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・
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取
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が
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。
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独
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。
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独
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施
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が
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、「
す

ま
す
が
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、「
す

べ
て
は
市
民
の
た
め
に
」と
い
う
思
い
を
大
切

べ
て
は
市
民
の
た
め
に
」と
い
う
思
い
を
大
切

に
、
引
き
続
き
実
効
あ
る
施
策
を
推
進
し
て
ま

に
、
引
き
続
き
実
効
あ
る
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

昨
年
４
月
、
市
の
将
来
像
を「
人
を
て
ら
す

昨
年
４
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が
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を
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標
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千
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計
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計
画
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し
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基
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目
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あ
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全
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ま
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安
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携
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携
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ク
ト
遊
水
地
整

水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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様
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ま
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が
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者
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、
地
域
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皆
様
と
の
合
意
形
成
を
確
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域
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皆
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の
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実
に
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り
、
遊
水
地
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る
効
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早
期
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早
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揮
で
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よ
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取
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組
ん
で
ま
い
り
ま

に
発
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る
よ
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取
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組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ま
た
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す
。ま
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、
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を
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開
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く
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い
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く
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て
令
和
５
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誕
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和
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2020
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の
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の

節
目
を
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え
る
ほ
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０

節
目
を
迎
え
る
ほ
か
、
戸
倉
温
泉
開
湯
１
３
０

年
、
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山
田
温
泉
開
湯
１
２
０
年
を
迎
え

年
、
上
山
田
温
泉
開
湯
１
２
０
年
を
迎
え

る
な
ど
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

る
な
ど
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
記
念
事
業
の
実
施
を
計
画
し
、
市

多
く
の
記
念
事
業
の
実
施
を
計
画
し
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
こ
れ
ま
で
の

民
の
皆
様
と
共
に
こ
れ
ま
で
の
2020
年
を
振

年
を
振

り
返
り
、
千
曲
市
の
将
来
を
見
据
え
、
夢

り
返
り
、
千
曲
市
の
将
来
を
見
据
え
、
夢

や
希
望
を
も
っ
て
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

や
希
望
を
も
っ
て
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
お
一
人

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
お
一
人

お
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一

お
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。
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いつ話し合えばいいの・・・？　「人生会議のタイミング」

人生会議をしてみませんか
私が望む、人生の最終段階のむかえ方。

市では、市内各地で開催されている「いきいきサロン」で、「人生会議」につ
いて、手作りの紙芝居を使いながら話をしています。詳しくは、問い合わせて
ください。

　高齢福祉課（内線1181）

あなたは「もしものこと」を考えたことがありますか。人は誰でも、いつでも命に関わるような大きな病気やケガをする
可能性があります。命の危険が迫った状態になると、約70％の人が治療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝え
たりすることができなくなると言われています。
もしものときのために、あなたの大切にしていることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについて、自分自
身で考えたり、あなたの信頼する人たちと話し合ったりすることを『人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）』
といいます。
治療やケアに関する考えを家族や信頼する人と話し合っておくと、もしものときにあなたの考えに沿った治療やケアを
受けられる可能性が高いといわれています。
人生の終わりまで自分らしく生きるために、「人生会議」をしてみませんか。

まず何をすれば・・・？　「人生会議の進め方」

＊このような取り組みは、個人の考えによって進めるものです。知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

思いや望みは変わることもあります。繰り返し考え、話し合いましょう

自分の「望み」を大切
な人に伝え、希望する
医療やケアについて話
し合いましょう。

もしものとき、あな
たの思いを代弁して
くれる人を考えてみ
ましょう。

大切にしていること
は何か考えてみまし
ょう。

健康について考え、
主治医に相談してみ
ましょう。

自分の誕生日 仕事を退職、
引退したとき

病気、介護が必要に
なったとき

正月やお盆、
法事など

人生会議についての
厚生労働省HPはこちら

再現VTRあり！
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　県は、「対話と共創」の県政を推進するため、
知事が県内市町村を訪問し、テーマに沿って語
り合う「知事との県民対話集会」を千曲市役所
で開催します。

　1月14日（土）午後５時から６時30分
　千曲市役所３階会議室
　地域資源を活かした千曲市の観光と

農業の振興
50人程度（応募多数の場合は、抽選

　となります）
　1月 4日（水）から

　１月 10日（火）までに、電話
　またはながの電子申請サービス
　で申し込んでください。
＊電話による申し込みは、土・日曜日、祝日は
除く午前８時30分から午後５時まで

総合政策課（内線4131）

市では「市民×行政」で創るシティセール特設
スサイト「まちナビ ちくま」を令和 5年 2月 1
日（水）に公開します。
このサイトは、市の魅力を市内外の皆さんへ
発信してきます。市からの情報だけでなく、市民
の皆さんからのさまざまな「投稿」により、きめ
細かい情報発信を行なうことを目指しています。
イベントやセールなどのおすすめ情報、求人
情報、さらにはサークル活動のメンバー募集な
ど、事前投稿を受付していますので、ぜひご活用
ください。

　秘書広報課（内線 4202）

千曲市誕生 20周年記念

ロゴマークが決定！
　合併から 20年を迎える令和 5年度を「千曲市誕生 20周年」として、市民の皆さんと一緒にお祝いし、
千曲市を全国に広めるため、さまざまな記念事業を開催します。
　千曲市誕生 20 周年をアピールする「千曲市誕生 20 周年記念ロゴマーク」を募集したところ、多数
のご応募をいただき、ありがとうございました。選考の結果、最優秀作品 1点を決定しました。
　令和 5年度は、このロゴマークをシンボルに、市民の皆さんと 20周年記念事業を行ないます。

　総合政策課（内線 4131）

住谷茂恵美さん（鋳物師屋）

　一目で千曲市が 20 周年とわかるデザインと
しています。
　上段は、今も昔も変わらぬ鏡台山から昇ると
いわれる月が市内を照らす月の都 千曲を、下段
は、絶え間なく流れる千曲川を表しています。

申し込み
はこちら

市民の皆さんも
投稿できる
サイトです！

「まちナビ
 ちくま」

に

投稿しませ
んか？

5　　市報千曲　令和５年１月
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葛
尾
組
合
で
は
、
返
還
さ
れ
た
霊
園
区
画

の
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。事
前
に
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
現
地
を
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　
１
月
16
日（
月
）～
23

日（
月
）

＊
１
区
画
に
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
抽
選
日
時　

１
月
25
日（
水
）午
後
１
時

30
分

＊
抽
選
は
、
葛
尾
組
合
事
務
所
で
当
組
合

の
責
任
抽
選
で
行
な
い
ま
す
。
本
人
ま

た
は
親
族
な
ど
の
立
会
い
が
可
能
で
、

抽
選
結
果
は
該
当
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
条
件

①
組
合
地
域
内（
千
曲
市
ま
た
は
坂
城

町
）に
住
所
を
有
す
る
人

＊
組
合
地
域
外
居
住
者
の
申
込
に
あ
た
っ

て
は
、
組
合
地
域
内
に
住
所
を
有
す
る

代
理
人
が
必
要
で
す
。

②
１
使
用
者
に
つ
き
１
区
画
ま
で

③
霊
園
使
用
許
可
の
際
に
永
代
使
用
料
と

管
理
料
を
納
入
で
き
る
人

④
当
組
合
の
規
定
に
よ
る
墓
石
を
建
立
で

き
る
人

⑤
区
画
の
維
持
管
理
が
で
き
る
人

■
申
込
方
法　
葛
尾
組
合
窓
口
に
あ
る「
霊

園
使
用
応
募
申
込
書
」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
業
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

■
そ
の
他　
下
表
の
募
集
区
画
と
は
別
に
、

１
区
画（
返
還
区
画
）で
使
用
者
を
先

着
順
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
葛
尾
組
合（
坂

　
城
町
大
字
中
之
条
１
８
５
０
番
地
、
℡

０
２
６
８

－

８
２

－

２
３
４
９
）

葛
尾
霊
園
の
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

 返還された霊園（13区画）

聖地名 面積 永代
使用料 管理料／年 建立歴

和式３号聖地　55 号 176

6㎡ 30 万円

1,500 円

無
和式３号聖地　55 号 177

和式３号聖地　59 号 58
有

和式３号聖地　59 号 59

和式３号聖地　63 号 42

無和式３号聖地　63 号 64

規格統一聖地18号76（白碑石）

5㎡ 42 万円

規格統一聖地 A-10（黒碑石） 有

規格統一聖地 B-3（黒碑石） 無

規格統一聖地 E-3（黒碑石）

有
規格統一聖地 K-9（黒碑石）

芝生　106
6㎡ 16 万円

芝生　155

＊規格統一聖地は、墓石の色・大きさなどが統一の規格となりま
す。

＊芝生聖地は、墓石の高さ、大きさなどに制限があります。囲障
の設置および樹木の植え込みはできません。

千
曲
市
協
働
事
業
提
案
制
度
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
地
域
の
課
題
解
決
や
市
民

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
市
が
そ
の
経
費
の
一
部
を

負
担
す
る
な
ど
、
市
民
と
市
が
協
働
で
行

な
う
も
の
で
す
。

令
和
４
年
度
千
曲
市
協
働
事
業
提
案
制
度
の
２
次
募
集
を
開
始
し
ま
す

8
月
1
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
募
集
し

て
い
た
協
働
事
業
の
う
ち
、「
千
曲
市
誕

生
20
周
年
記
念
事
業
」に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
改
め
て
募
集
し

ま
す
。

■
提
案
の
種
類　
市
民
テ
ー
マ
型（
千
曲

市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
）の
み

■
募
集
期
限　
１
月
23
日（
月
）

＊
必
ず
市
民
協
働
課
と
事
前
協
議
を
行
な

っ
た
う
え
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

▲詳細は
こちら

く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
１
３
３
）

　市議会 12 月定例会で議会の同意を得て、市長から教育長
に小

こ ま つ

松信
の ぶ み

美さんが任命（再任）され、教育委員に吉
よ し み

味淳
あつし

さ
んが任命されました。教育長の任期は、令和４年 12 月 22
日から３年間、教育委員の任期は、令和４年 12 月 20 日か
ら４年間です。
■問い合わせ先　教育委員会（内線 4104）

吉味 淳さん
（粟佐）

教育委員

小松 信美さん
（羽尾）

教育長

教育長 ・ 教育委員会委員を紹介します

中村 トモエさん
（桜堂）

　市議会９月定例会で議会の同意を得て、中村トモエさんが千曲市・坂城町等公
平委員会委員に選任（再任）され、令和４年 11 月 21 日の公平委員会で委員長に
再任されました。任期は、令和４年 11 月 21 日から４年間です。
　公平委員会は、千曲市や坂城町、葛尾組合、千曲坂城消防組合の職員の利益保
護と公正な人事権を保障するために設置された行政委員会です。
　主な職務は、職員の給与や勤務時間などの勤務条件に関する措置要求を審査し、
必要な措置を講じることや職員の不利益処分についての不服申し立てに対する裁
決、または決定を行なうことです。
■問い合わせ先　公平委員会事務局　（内線 5102）

公平委員会委員長を紹介します

市消防団出初式街頭行進　交通規制にご協力を

■問い合わせ先　危機管理防災課（内線 4164）

　１月 15 日（日）に、千曲市消防団
出初式を行ないます。出初式では、街
頭行進を行ない、その後式典を執り行
ないます。街頭行進においてはラッパ
分団の吹奏音楽隊を先頭に消防団員、
婦人消防隊員約 600 人と、さまざま
な消防関係車両 16 台が行進します。
　団員の隊列は午前９時に市役所立体
駐車場北側を、車両の隊列はつるかめ
堂様前を出発し、国道 403 号を式典
会場の信州の幸

めぐみ

あんずホールへ向かっ
て行進するため、一時的に片側通行止
などの交通規制を行ないます。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

 

  

 

 

 

 

 

交通整理員・交通規制看板配置図 

片側通行止 

8:50～9:30の間 

全面通行止 

9:00～9:30の間 

片側通行止 

9:00～9:30の間 

18

403

市役所

千曲中央
病院

更埴
消防署杭瀬下

公園

信州の幸
あんずホール

めぐみ

ことぶき
アリーナ
千曲

立体
駐車場

午前 9時～ 9時 30 分
全面通行止

午前 9時～ 9時 30 分
片側通行止

午前８時50分～ 9時 30 分
片側通行止

街頭行進進路

街頭行進進路（車両）

N

市役所前

杭瀬下
消防署入口

交通規制区間
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○
鋳
物
師
屋　
日
詰
京
子
、宮
坂
梅
子

○
打
沢　
坂
口
善
司

○
小
島　
市
川
な
が
子
、西
澤
ゆ
き
子

○
桜
堂　
新
村
め
ぐ
み
、赤
沼
香
代
子

○
杭
瀬
下　
大お

お
ば硲
昭
彦
、
市
川
利
夫
、
北

原
美
知
子
、下
倉
久
美
子

○
新
田　
小
池
ま
ゆ
み
、岩
田
明
男

○
中　
中
村
幸
正
、土
肥
富
久

○
主
任
児
童
委
員　
市
川
真
知
子
、
佐
藤

み
ど
り

稲
荷
山
地
区
（
17
人

・
欠
員
１
人
）

■
会
長　
田
中
重
穗

　（
℡
０
２
６

－２
７
３

－４
１
１
８
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
治
田
町　
傳
田
文
子
、鈴
木
功

○
本
八
日
町　
蟹
澤
弘
子

○
上
八
日
町　
佐
々
木
厚
子

○
中
町　
松
本
敦
子
、田
中
重
穗

○
荒
町　
三
宅
貴
夫

○
元
町　
林
順
市
、下
嵜
正
幸

○
小
坂　
丸
山
と
み
枝

○
東
・
中
・
西
区　
五
十
嵐
功
、
松
林
千

代
子
、松
林
惠
子

○
大
田
原　
宮
本
繁

○
主
任
児
童
委
員　
永
井
千
鶴
子
、
松
林

光
信

八
幡
地
区
（
17
人
）

■
会
長　
唐
木
田
惠
実
子

　（
℡
０
２
６

－２
７
２

－４
４
６
６
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
代　
下
平
博
隆

○
大
池　
丸
山
裕
香
己

○
姨
捨　
宮
坂
彰
雄　

○
峯　
唐
木
田
惠
実
子

○
中
原　
岩
田
イ
チ

○
郡　
永
田
浩
子

○
上
町　
青
木
聖
子

○
辻　
河
原
才

○
新
宿　
宮
島
美
保

○
森
下　
中
島
万
里
子

○
北
堀　
早
川
一
雄
、諏
訪
正
子

○
志
川　
山
﨑
常
安
、
瀧
澤
幸
子
、
髙
山

幸
榮

○
主
任
児
童
委
員　
永
田
静
惠
、
根
石
け

さ
子

戸
倉
地
区
（
42
人
）

■
会
長　
濵
田
政
常

　
（
℡
０
２
６

－２
７
６

－６
２
８
０
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
磯
部　
髙
野
な
つ
よ
、原
山
哲　

○
福
井　
大
久
保
真
由
美
、荒
井
敏

○
新
戸
倉
温
泉　
大
村
芳
男
、早
志
宏
子

○
上
町　
岡
光
男
、
平
林
洋
子
、
坂
井
廣

子
○
上
中
町　
高
野
こ
ず
枝
、井
出
今
朝
幸

○
中
町　
柳
沢
昇

○
今
井
町　
児
玉
正
泰
、濵
田
政
常

○
柏
王　
中
村
浩
、宮
本
弘
之

○
戸
倉
温
泉　
小
松
美
栄
子

○
若
宮　
橋
本
太
刀
枝
、市
川
孝
子

○
芝
原　
中
村
好
孝

○
仙
石　
金
井
宗
夫
、西
澤
恵
子

○
羽
尾
四
区　
塚
田
育
子

○
羽
尾
五
区　
塚
田
幸
江
、金
井
榮
一

○
須
坂　
小
林
尚
子

○
黒
彦　
北
村
道
男
、鈴
木
光
男

○
上
徳
間　
瀬
在
高
朗
、
滝
澤
ゆ
り
子
、

宮
入
貞
子
、清
水
文
雄

○
内
川　
瀬
在
由
美
子
、
瀬
在
義
雄
、
坂

田
美
由
里

○
千
本
柳　
竹
内
亨
、
竹
内
克
、
宇
田
川

弘
子

○
小
船
山　
大
塚
孔
子

○
主
任
児
童
委
員　
小
林
千
は
る
、
柳
澤

敏
子
、西
澤
賢
治

上
山
田
地
区
（
21
人

・
欠
員
１
人
）

■
会
長　
前
嶋
功

　（
℡
０
２
６

－２
７
５

－５
４
８
１
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
力
石　
熊
谷
節
子
、山
崎
誠
一

○
新
山　
市
川
由
男

○
漆
原　
堰
口
信
子

○
三
本
木　
水
田
容
子
、田
島
さ
つ
き

○
八
坂　
岡
田
泰
子

○
中
央　
鹿
田
清
子
、　 

池
幸
江

○
城
腰　
宮
原
里
美
、前
嶋
功

○
温
泉　
重
田
真
由
美
、
森
好
明
、
江
崎

朝
子
、
中
島
幸
子
、
宮
原
澄
惠
、
山
﨑

俊
文
、蟹
澤
幸
子

○
主
任
児
童
委
員　
若
林
立
枝
、
若
林
洋

子
■
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
１
２

　
６
５
）

○
１
区　
小
林
茂
美
、矢
島
重
信

○
２
区　
間
庭
礼
子
、
久
保
田
せ
き
子
、

吉
岡
み
ち
子

○
３
区　
福
澤
義
子
、飯
島
秋
子

○
４
区　
倉
石
眞
知
子
、西
村
昭
治

○
５
区　
小
川
久
仁
子
、
瀧
澤
薫
、
河
井

量
徳
、春
日
和
子

○
６
区　
櫻
井
明
、宮
坂
久
男

○
主
任
児
童
委
員　
山
口
敏
男
、
若
林
貞

子
東
部
地
区
（
20
人
）

■
会
長　
北
村
雄
一
郎

　
（
℡
０
２
６

－２
７
３

－２
１
８
５
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
森
西
区　
岡
田
正
一
、
神
谷
正
子
、
手

塚
武
文

○
森
東
区　
太
田
三
男
、
北
原
邦
子
、
岡

田
京
子

○
倉
科　
窪
田
光
子
、
島
田
き
よ
子
、
北

村
雄
一
郎
、長
浦
美
晴

○
雨
宮　
中
島
智
恵
子
、
荻
原
博
、
袖
山

み
さ
子
、野
々
山
久
美
子

○
土
口　
小
出
里
美
、岩
月
三

○
生
萱　
相
澤
郁
子
、久
保
綾
子

○
主
任
児
童
委
員　
柿
﨑
貞
子
、
大
日
方

惠
美
子

埴
生
地
区
（
20
人
）

■
会
長　
赤
沼
香
代
子

　（
℡
０
２
６

－２
７
２

－０
６
９
４
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
寂
蒔　
竹
内
裕
剛
、
宮
坂
信
次
、
窪
田

豊
子

国
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金（
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
）

の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
、
住
民
税
所
得

割
非
課
税（
均
等
割
の
み
課
税
）世
帯
や

令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
家

計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

に
、
長
野
県
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
、

千
曲
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該

当
す
る
世
帯
。

①
令
和
４
年
度
の
住
民
税
の
所
得
割
が
非

課
税
の
世
帯
等

　
令
和
４
年
度
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税

の
人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

＊
住
民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
等
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は

長
野
県
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
の
お
知
ら
せ

除
く

②
家
計
急
変
世
帯

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間

に
家
計
急
変
が
生
じ
た
世
帯（
下
表
参

照
）

■
支
給
額　
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

＊
対
象
者
①
、
②
の
重
複
受
給
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
申
請
期
間　
１
月
16
日
（
月
）
～
２
月

　
28
日
（
火
）

■
申
請
方
法

①
令
和
４
年
度
の
住
民
税
の
所
得
割
が
非

課
税
の
世
帯
等

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書
が
届

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

　
福
祉
課
の
窓
口
に
設
置
ま
た
は
市
ホ
ー

世帯状況 収入限度額 所得限度額

単身または扶養親族がいない 100 万円 45 万円

配偶者または扶養親族が１人 170 万 3,999 円 112 万円

配偶者または扶養親族が計２人 221 万 5,999 円 147 万円

配偶者または扶養親族が計３人 271 万 5,999 円 182 万円

配偶者または扶養親族を計４人 321 万 5,999 円 217 万円

配偶者または扶養親族を計５人 370 万 3,999 円 252 万円

家計急変世帯の住民税所得割非課税相当額

任
期
満
了
に
伴
い
令
和
４
年
12
月
１
日

付
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん

が
民
生
児
童
委
員（
任
期
３
年
）に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。（
市
か
ら
は
福
祉
委
員
を

委
嘱
）

民
生
児
童
委
員
は
、
生
活
上
の
問
題
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
児
童
福
祉
、
災
害

時
の
避
難
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応

じ
、
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
役
、
関
係
機
関

と
の
調
整
役
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
に
は
担
当
地
区
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
員
法
に
定
め
ら
れ
た
任
務

と
し
て
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
、

担
当
地
区
の
世
帯
を
訪
問
し
世
帯
の
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

千
曲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

■
会
長　

濵
田
政
常（
戸
倉
）

■
副
会
長　
春
日
和
子（
屋
代
）、田
中
重

穗（
稲
荷
山
）、赤
沼
香
代
子（
埴
生
）　

屋
代
地
区
（
17
人
）

■
会
長　

春
日
和
子

　
（
℡
０
２
６

－２
７
２

－１
４
８
５
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
添
付
書
類
と
一
緒
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
１
月

13
日（
金
）か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

■
支
給
時
期　
書
類
を
受
理
し
た
日
か
ら

２
～
３
週
間
後
の
水
曜
日
に
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課（
〒

　
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
杭
瀬
下

二
丁
目
１
番
地
、内
線
１
２
６
５
）

民
生
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
な
ど
の
影
響
で
、
市
報

に
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
な
ど
の
開
催
内
容
が
中

止

・
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

お

知

ら

せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　

受
け
取
り
は
お
早
め
に

　
原
油
・
物
価
高
騰
に
よ
る
市

民
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た

「
ち
く
ま
生
活
応
援
券
」
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
取

期
限
ま
で
に
受
け
取
っ
た
人
に

２
０
０
０
円
分
を
上
乗
せ
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
予
定
通
知
書
が

届
い
て
い
て
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
は
、
早
め
に
受
け
取
り

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
取
期
限　
１
月
20
日（
金
）

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

　
付
予
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る
受
取
期
限
は
「
ち
く

　
ま
生
活
応
援
券
」
の
上
乗
せ

　
分
の
対
象
と
な
る
受
取
期
限

　
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
時
に
郵
送
を
希
望
し
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

　

け
取
っ
た
人
も
、「
ち
く
ま

　
生
活
応
援
券
」
の
上
乗
せ
交

　
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  

市
民
課（
内

線
１
２
１
２
）

　

1
月
納
期
の
市
税
・
使
用

　

料
な
ど

〇
市
県
民
税
（
４
期
分
）

〇
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
分
）

〇
介
護
保
険
料
（
10
期
分
）

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

　
（
７
期
分
）

〇
保
育
料
・
保
育
所
給
食
費

　
（
１
月
分
）

〇
公
共
下
水
道
使
用
料
（
10
期

　
分
）

〇
市
営
住
宅・駐
車
場
使
用
料・

　
共
益
費
（
１
月
分
）

〇
学
校
給
食
費

■
納
付
期
限　
１
月
31
日（
火
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

○
久
保
田
稲
子 

様（
松
本
市
）

■
寄
付
の
内
容
・
使
途　
小
中

　
学
校
、
図
書
館
、
さ
ら
し
な

　
の
里
歴
史
資
料
館
に
自
著

　
「
縄
文
の
狼 

森
と
ム
ラ
の
は

　
ざ
ま
で
」
15
冊
・
小
説
を
通

　
し
て
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
や

　
生
き
方
を
感
じ
と
っ
て
も
ら

　
い
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
へ
の

　
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

〇
宮
本
勝
海 

様（
静
岡
県
）

■
寄
付
の
内
容
・
使
途　
小
中

　
学
校
に
自
著
「
身
近
な
生
き

　
物
を
見
つ
め
る
と

－

見
つ
け

　
て 

感
じ
て 

調
べ
て 

考
え
て

　

－

」
２
冊
・
小
中
学
校
の
先

　
生
に
本
書
を
読
ん
で
環
境
の

　
重
要
さ
を
認
識
し
て
も
ら
い

　
た
い
た
め

〇
戸
倉
上
山
田
商
工
会 

様

■
寄
付
の
内
容
・
使
途　
学
校

　
給
食
用
食
材
・
戸
倉
上
山
田

　
地
区
の
小
中
学
校
の
学
校
給

　
食
に
使
用
し
、
地
元
の
食
材

　
を
使
っ
た
給
食
を
通
じ
て
、

地
域
へ
の
理
解
や
食
文
化
の

継
承
を
図
る
た
め

　

千
曲
警
察
署
の

　

窓
口
受
付
時
間
変
更　

　
長
野
県
警
察
で
は
、
警
察
署

な
ど
に
お
け
る
窓
口
業
務
の
受

付
時
間
が
変
更
と
な
り
、
千
曲

警
察
署
に
つ
い
て
も
同
様
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
長

野
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
受
付
時
間
の
変
更
日　

　
１
月
４
日
（
水
）

■
変
更
後
の
受
付
時
間　
午
前

　
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
警
察

署（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
）

▲長野県警察ホーム
　ページはこちら

　

国
民
年
金
の
加
入
は

　

２０
歳
か
ら　

国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
国
民
年

金
の
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、

20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構

で
自
動
的
に
国
民
年
金
の
加
入

の
手
続
き
を
行
な
い
ま
す
。

20
歳
の
誕
生
日
か
ら
概お

お
む

ね
２

週
間
後
に
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
、
加

入
の
お
知
ら
せ
、
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
と
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
な
ど
が
郵
送
で
届
き
ま

す
。「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

は
、
加
入
す
る
年
金
制
度
の
変

更
手
続
き
や
年
金
の
請
求
手
続

き
な
ど
一
生
を
通
し
て
使
用
し

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
国

　
民
年
金
の
新
規
加
入
者
に
は

　
「
年
金
手
帳
」に
代
わ
り
、「
基

　
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
発

　
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
と
き
は

〇
学
生
納
付
特
例
制
度　
学
生

で
所
得
の
な
い
人
の
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で

す
。

〇
納
付
猶
予
制
度　
50
歳
未
満

の
人
で
、
本
人
や
配
偶
者
の

所
得
が
少
な
い
場
合
に
保
険

料
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で

す
。

＊
猶
予
を
受
け
て
か
ら
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険

料
を
追
納
で
き
将
来
の
年
金

額
を
確
保
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
猶
予
を
受
け
て
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加

算
金
が
付
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

〇
長
野
南
年
金
事
務
所（
℡
０
２

　
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

〇
市
民
課
（
内
線
１
２
２
２
）

　

稲
荷
山
宿
・
蔵
し
館
の

　

休
館
期
間
延
長

　
令
和
４
年
７
月
よ
り
休
館
し
、

現
在
修
理
工
事
を
行
な
っ
て
い

る
「
稲
荷
山
宿
・
蔵
し
館
」
は
、

耐
震
補
強
が
必
要
に
な
り
、
休

館
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

＊
開
館
時
期
に
つ
い
て
は
改
め

　
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
休
館
期
間　
令
和
８
年
１
月

　
頃
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先  

文
化
課（
℡

　
０
２
６

－

２
７
３

－

１
８
８
０
）

稲荷山宿・蔵し館 工事内容 （予定）

年度 工事内容

令和５年度 主屋耐震補強工事

令和６年度 主屋など修理工事（南
門修理、荒壁修理など）

令和７年度 主屋など修理工事（しっ
くい壁工事など）

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
「
本
人

　

と
家
族
の
た
め
の
つ
ど
い
」

■
日
時

・
会
場

〇
１
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
・
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

〇
１
月
18
日（
水
）午
後
７
時

　
～
９
時
・
市
役
所
２
階
保
健

　
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健

康
推
進
課（
内
線
２
１
３
２
）

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

　

準
備
調
査

　
令
和
５
年
10
月
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
先
立
ち
、
準
備

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
県
知
事

が
任
命
し
た
指
導
員
が
指
定
さ

れ
た
地
域
を
巡
回
し
、
境
界
線

や
住
戸
数
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

外
観
か
ら
の
把
握
が
困
難
な
場

合
は
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
な

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

＊
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は
、

　
住
宅
と
そ
こ
に
居
住
す
る
世

　
帯
の
居
住
状
況
、
土
地
な
ど

　
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
現

　
状
と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る

　
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

　
国
の
諸
政
策
の
基
礎
資
料
と

　
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
政
策

課（
内
線
４
１
３
４
）

　

果
樹
の
改
植
や
苗
木
の

　

購
入
補
助　

■
対
象
者　
市
内
に
農
地
を
有

　
す
る
農
業
者（
借
地
を
含
む
）

　
ま
た
は
農
業
団
体
の
う
ち
、

市
税
に
滞
納
の
な
い
人

■
支
援
内
容
・
条
件
・
補
助
率

①
果
樹
改
植
と
低
位
園
の
再
生

　
に
か
か
る
費
用
補
助
（
補
助

　
率
２
分
の
１
以
内
）

　
実
施
面
積
５
㌃
以
上
の
圃ほ

じ
ょ
う場

　
で
果
樹
な
ど
の
改
植
に
要
す

　
る
費
用
の
う
ち
、
抜
根
、
深

　
耕
、
整
地
な
ど
を
行
な
う
目

　
的
の
重
機
借
上
料
お
よ
び
運

　
搬
料
、
そ
れ
ら
の
作
業
委
託

　

料
、
片
付
け
代
、
苗
木
代
、

　
土
壌
改
良
費
用
を
補
助
。

②
あ
ん
ず
園
の
整
備
な
ど
に
か

か
る
費
用
補
助（
補
助
率
３

分
の
２
以
内
）

　
５
本
以
上
の
あ
ん
ず
の
苗
木

を
一
括
購
入
し
た
際
の
苗
木

代
お
よ
び
圃
場
の
条
件
整
備

に
要
す
る
費
用
を
補
助
。

③
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
園
の
整
備

な
ど
に
か
か
る
費
用
補
助

（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
）

＊
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

交
付
し
ま
す
。
本
人
の
作
業

代
、
個
人
に
対
す
る
労
賃
な

ど
、
一
部
の
費
用
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
農
林
課
に
あ
る
申

請
書
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
農

林
課（
内
線
３
２
８
４
）

　
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

●
森
将
軍
塚
で
初
日
の
出
を
拝

む
つ
ど
い

■
問
い
合
わ
せ
先　
森
将
軍
塚

で
初
日
の
出
を
拝
む
つ
ど

い
実
行
委
員
会 

塚
田
さ
ん

（
℡
０
９
０

－

２
１
５
１

－

８
８
０
４
）

　

蜜み

つ

ば

ち蜂
飼
育
届
提
出
の
お
願
い

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
、
趣

味
で
飼
育
す
る
人
も
含
め
、
養よ

う

蜂ほ
う
し
ん
こ
う
ほ
う

振
興
法
第
３
条
の
規
定
に
基

づ
き
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
毎
年
１
月
末
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
育
届
の
様
式
は
、
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
提
出
に
あ
た
り
、

飼
育
場
所
の
地
番
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
飼
育
場
所
を
示
し

た
地
図
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
長

　
野
地
域
振
興
局 

長
野
農
業

　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
野

　
市
大
字
南
長
野
南
県
町
６
８

　
６

－

１
、
℡
０
２
６

－

２
３

　
４

－

９
５
１
４
）

　

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
ま

　

た
は
通
所
し
て
い
る
人
な
ど

　

に
扶
助
費
を
支
給
し
ま
す

■
支
給
対
象
者　
令
和
４
年
12

　
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

　
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
施
設

　
な
ど
に
入
所
・
入
居
し
、
市

　
が
援
護
を
し
て
い
る
人
の
保

　
護
者
（
介
護
保
険
で
の
入
所

　
は
除
く
）

②
養
護
学
校
な
ど
に
通
園
・
通

　
学
し
て
い
る
人
（
入
寮
者
を

　
除
く
）
の
保
護
者

③
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
施
設

　
な
ど
に
通
所
し
、
在
宅
で
市

　
が
援
護
し
て
い
る
人
（
児
童

　
福
祉
法
に
よ
る
児
童
発
達
支

　
援
お
よ
び
放
課
後
等
デ
イ
サ

　
ー
ビ
ス
、
な
ら
び
に
介
護
保

　
険
で
の
通
所
を
除
く
）

■
支
給
金
額　

①
②
年
額
１
万
３
０
０
０
円

③
通
所
の
日
数
に
よ
り
年
額
１

　
万
９
０
０
０
円
～
２
万
６
０

　
０
０
円

■
申
請
期
限　
２
月
10
日（
金
）

＊
申
請
方
法
や
対
象
施
設
な
ど

　
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課（
内

　
線
１
２
７
３
）
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募

集

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
コ
ー
ス
・
日
程

①
ワ
ー
ド
基
礎
・
２
月
６
日　

　
（
月
）、13
日（
月
）、20
日（
月
）

②
エ
ク
セ
ル
基
礎
・
２
月
22
日

　
（
水
）、３
月
１
日（
水
）、８

日（
水
）

③
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
２
月
18

日（
土
）、25
日（
土
）

④
ワ
ー
ド
応
用
・
２
月
24
日

（
金
）、３
月
３
日（
金
）

⑤
ア
ク
セ
ス
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

　
・２
月
12
日（
日
）、19
日（
日
）

■
受
講
料
　
①
②
⑤
１
万
５
０

　
０
０
円
、
③
１
万
１
０
０
０

　
円
、
④
１
万
２
０
０
０
円

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午

　
後
４
時
30
分

■
会
場　
長
野
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
長
野
市
）

■
定
員　
①
～
④
各
10
人
、
⑤

５
人（
各
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
１
月
６
日（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら
受
講
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
受
講
希
望
者
が
少

な
い
場
合
、
開
催
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
長

　
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
２
６

－

２
２
１

－

０

　
５
０
５
）

　

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
給

　

付
金
の
対
象
年
齢
を
拡
大

　

し
ま
す

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
て
、
０
歳
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
（
通
院
・
入
院
）
の

自
己
負
担
分
の
一
部
を
現
物
給

付
方
式
に
よ
り
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
助

成
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

＊
千
曲
市
に
お
け
る
現
物
給
付

　
方
式
と
は
、
医
療
機
関
な
ど

　
の
窓
口
で
受
給
者
証
を
提
示

　
し
、
最
大
５
０
０
円
を
支
払

　
う
こ
と
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
式

　
で
す
。

■
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
日　

　
４
月
１
日

■
拡
大
前
の
助
成
期
間　
満
15

　
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

　
の
３
月
31
日
ま
で

■
拡
大
後
の
助
成
期
間　
満
18

　
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

　
の
３
月
31
日
ま
で

■
新
た
に
対
象
と
な
る
人　

平

　
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人

＊
新
た
に
対
象
と
な
る
人
は
申

　
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
１

　
月
中
に
対
象
者
の
保
護
者
に

　
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
年
齢
拡
大
前
か
ら
引
き

　
続
き
対
象
と
な
る
新
中
学
３

　
年
生
以
下
の
人
、
お
よ
び
他

　
の
受
給
資
格
（
ひ
と
り
親
家

　
庭
、
障
が
い
な
ど
）
で
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
17
歳
以
下
の

　
人
は
手
続
き
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進

　
課
（
内
線
１
２
３
４
）

　

第
11
回
特
別
弔
慰
金

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
要

件
に
該
当
す
る
人
に
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
に

は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
人
は
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　
３
月
31
日（
金
）

＊
期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き

　
ま
せ
ん
。

＊
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
令

　
和
２
年
６
月
に
書
類
を
送
付

　
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
対

　
象
と
な
る
人
や
、
通
知
が
届

　
か
な
い
人
は
、
窓
口
で
書
類

　
を
受
け
取
り
請
求
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＊
請
求
書
類
は
、
市
で
受
付
後
、

　
県
や
国
に
送
ら
れ
て
処
理
さ

　
れ
る
た
め
、
審
査
か
ら
国
債

　
の
交
付
ま
で
時
間
が
か
か
り

　
ま
す
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　
福

祉
課（
内
線
１
２
６
５
）

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
金

　

融
政
策
公
庫
）
に
つ
い
て

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高

校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
や

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▲詳しくはこ
　ちらから

　
固
定
金
利
で
利
用
で
き
、
在

学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
返
済

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
す
る
か
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
融
資
額　
子
１
人
に
つ
き
、

　
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利　
年
１・９
５
㌫

＊
母
子
家
庭
な
ど
は
年
１・５

　
５
㌫

＊
令
和
４
年
11
月
１
日
現
在

■
返
済
期
間　
18
年
以
内

■
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
ロ
ー

　
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０

　
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　
０
３

－
５
３
２
１

－

８
６
５

　
６
）

　

建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ

　

ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参

　

加
資
格
審
査
申
請
を
受
付

　
令
和
５
・
６
年
度
に
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
と
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
（
工
事
に
関

係
す
る
測
量
・
設
計
な
ど
の
委

託
業
務
）
の
入
札
参
加
資
格
審

査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
現
在
、
入
札
参
加
資
格
の
登

録
が
あ
る
場
合
で
も
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。

■
受
付
日
時　
２
月
１
日
（
水
）

　
～
28
日
（
火
）
、
午
前
８
時

　
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日

　
曜
日
、
祝
日
除
く
）

＊
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
内
必

　
着
で
す
。

■
申
請
要
領
・
様
式　
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
管
財
契
約

　
課
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法　
添
付
書
類
一
式

　
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
統
一
し
、

　
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で
ま

　
と
め
て
、
受
付
期
間
中
に
持

　
参
ま
た
は
郵
送
（
受
付
期
間

　
内
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

●
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
参
加

　
資
格
審
査
申
請　
随
時
受
付

　
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
・
５

　
年
度
の
入
札
参
加
資
格
の
未

　
登
録
者
で
、
入
札
に
参
加
を

　
希
望
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
る
申
請

　
方
法
を
確
認
の
上
、
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。
　

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
管

　
財
契
約
課
（
〒
３
８
７

－

８

　

５
１
１ 

千
曲
市
杭
瀬
下
二

　
丁
目
１
番
地
、
内
線
４
１
２

　
４
）

　

市
有
地
の
売
却

不
要
と
な
っ
た
市
有
地
を
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま

す
。

■
物
件　
下
表
の
と
お
り

＊
各
物
件
は
令
和
４
年
12
月
22

日（
木
）ま
で
申
込
先
着
順

に
よ
る
売
却
を
受
け
付
け
て

い
た
た
め
、
入
札
が
行
な
わ

れ
な
い
物
件
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物件一覧

物件 所在地 地目 地積 (m2)

① 上徳間 363-4 雑種地   284  

② 上徳間 364-1、364-2、
363-6 雑種地   441

③ 上山田 2134-1 宅地   219.37

　

公
共
職
業
訓
練
３
月
開
講

　

コ
ー
ス

■
コ
ー
ス　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
加
工
科

②
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
科

■
定
員　
各
15
人

■
期
間　
３
月
２
日（
木
）～

　
６
か
月
間

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
長
野
（
長
野
市
）

■
対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

　
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い

　
る
人

■
受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

■
申
込
期
限　
２
月
３
日（
金
）

■
申
込
先　
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク

●
職
業
訓
練
施
設
見
学
会

■
日
時　
１
月
11
日（
水
）、
27

日（
金
）、２
月
７
日（
火
）午

前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
長
野
（
長
野
市
）

■
対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い

る
人

■
内
容　
公
共
職
業
訓
練
の
説

　
明
、
施
設
見
学
な
ど

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
ポ

　
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野（
℡

　
０
２
６

－

２
４
３

－

７
８
５

　
６
）

　

二
級
建
築
士
受
験
準
備
講

座
受
講
生

■
コ
ー
ス
・
日
程

①
学
科
、製
図・２
月
４
日（
土
）

　
～
９
月
２
日
（
土
）・
全
58

　
回

②
製
図
・
７
月
８
日
（
土
）
～

　
９
月
２
日（
土
）・
全
18
回

＊
②
は
学
科
試
験
合
格
者
の
み

対
象
で
す
。

■
受
講
料
　

①
雇
用
保
険
加
入
者
７
万
５
０

　
０
０
円
、
同
未
加
入
者
８
万

　
５
０
０
０
円

②
雇
用
保
険
加
入
者
３
万
５
０

　
０
０
円
、
同
未
加
入
者
４
万

　
円

■
時
間　
原
則
毎
週
土
曜
日
の

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
30
分

■
会
場　
長
野
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
長
野
市
）

■
定
員　
①
②
各
10
人（
先
着

順
）

■
申
込
方
法　
受
講
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

　
す
る
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　
１
月
20
日（
金
）

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
長

　
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
２
６

－

２
２
１

－

０

　
５
０
５
、
FAX
０
２
６

－

２
２

　
１

－

０
０
３
６
）▲受講申込書は

　こちらから

■
申
込
期
間　
１
月
６
日（
金
）

　
～
20
日（
金
）、午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

＊
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く

■
売
却
方
式　
一
般
競
争
入
札

（
最
低
売
却
価
格
以
上
で
一

番
高
い
額
で
入
札
し
た
人
に

売
却
す
る
方
法
）

■
入
札
会　
１
月
27
日（
金
）

＊
最
低
売
却
価
格
、
申
込
方
法
、

入
札
会
の
日
程
な
ど
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
か
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
管

財
契
約
課（
内
線
４
１
２
１
）

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■
日
程
（
２
日
間
）　
２
月
９
日

　
（
木
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
と
２
月
10
日（
金
）午
前
９
時

　
～
午
後
３
時

■
会
場　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

■
定
員　
30
人（
先
着
順
）

■
受
講
料　
６
０
０
０
円

　

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
検

　

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
内
に
、
20
・
30
・
40

・
50
・
60
・
70
歳
に
な
る
人
に
は
、

令
和
４
年
５
月
に
歯
科
検
診
の

ク
ー
ポ
ン
券
（
は
が
き
）
を
送

付
し
ま
し
た
。
受
診
期
限
ま
で

に
受
診
し
て
、
歯
と
口
の
健
康

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
期
限　
１
月
31
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進

課（
内
線
２
１
１
３
）

＊
受
講
日
に
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　
１
月
10
日（
火
）

　
か
ら
２
月
３
日（
金
）ま
で
に

各
消
防
署
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
付

し
ま
す
。

■
申
込
受
付
時
間　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

〇
戸
倉
上
山
田
消
防
署
（
℡
０

　
２
６

－

２
７
６

－

０
１
１
９
）

〇
更
埴
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）
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ンイ ォフ メ ー ョシ ン ンイ ォフ メ ー ョシ ン

〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで

子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ
利用時間帯

①   9：00 ～ 10：30
② 10：30 ～ 12：00
③ 13：30 ～ 15：00
④ 15：00 ～ 16：30

当分の間、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、完全予約制にしてい
ます。来館利用が中止になった場合も、電話による育児相談およびファミ
リーサポート事業は実施しています。
【予約方法】

１．利用時間帯①～④の中から希望の時間帯を電話で予約してください。予約は利用日の当日に連絡し
　　てください。
２．予約が混雑する場合は利用回数を制限させていただくことがあります。予約状況は「千曲市子育て
　　応援アプリ」で確認できます。

施設ご利用にあたってのお願い01

誕生会 （事前予約） 更埴子育て支援センターは月１回、
上山田子育て支援センターは個別予約制で開催！02

お子さんの誕生日を、支援センターでお祝いし
ませんか。身長・体重・手形・親子写真を載せ
た誕生日カードをお作りします。事前に各子育
て支援センターへ申し込んでください。

■日程・会場

　①１月26日（木）・更埴子育て支援センター
　②随時・上山田子育て支援センター
■写真代　40円

各種相談（事前予約）03

更埴子育て支援センター 上山田子育て支援センター 定員

就労相談
１月12日（木）
午前９時30分～11時30分

１月11日（水）
午前10時～正午

１組30分以内
１日４組まで

栄養相談
１月11日（水）
午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

１月19日（木）
午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

１組30分以内
１日８組まで

千曲市子育て
応援アプリ

ダウンロード
はこちらから

／市長とお出かけシェアトーク！／

更埴子育て支援センター 上山田子育て支援センター

開館時間 午前８時30分～午後５時
休 館 日 毎週土曜日 毎週日曜日
住 所 千曲市杭瀬下三丁目18番地 千曲市大字上山田825番地2
電 話 026-273-6180 026-275-6017

問い合わせ先など04

催

し

物

　

さ
ん
き
ゅ
ー
あ
ー
と
展

　
千
曲
市
と
坂
城
町
在
住
ま
た

は
在
勤
の
障
が
い
者
（
児
）
に

よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

・
会
場　

①
１
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時

　
～
27
日
（
金
）
正
午
・
市
ふ

　
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
２
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時

　
～
９
日
（
木
）
午
後
５
時
・

　
市
役
所
１
階
ガ
レ
リ
ア

■
内
容　
個
人
作
品
・
団
体
作

品
・
共
同
作
品
の
展
示

＊
①
②
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

千
曲
・
坂

　
城
障
が
い
者
（
児
）
基
幹
相

　
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
２

　
６

－

２
７
５

－

０
５
４
８
）

　

新
春
古
本
市

　
図
書
館
で
除
籍
、
不
要
と
な

っ
た
本
を
譲
り
ま
す
。
１
人
に

つ
き
10
冊
程
度
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で

不
要
と
な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
必
要
な
人
に
譲
り
ま
す

の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
百
科
事
典
や
美
術
・
文
学
全

　
集
、
汚
れ
て
い
る
本
、
壊
れ

　
て
い
る
本
の
持
ち
込
み
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　
１
月
７
日（
土
）～

９
日（
月
・
祝
）、午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時

■
会
場　
戸
倉
創
造
館

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
図
書

　
館
（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

　
７
０
０
１
）

　

ガ
ー
デ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

　

倶
楽
部

■
日
時　
１
月
23
日
（
月
）
午

　
前
９
時
～

■
会
場　
白
鳥
園

■
内
容　
花
の
お
手
入
れ
を
し

　

ワ
ン
ふ
ら
バ
レ
ー
交
流
大
会

　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

バ
レ
ー
、
通
称
「
ワ
ン
ふ
ら
バ

レ
ー
」
と
は
変
形
ボ
ー
ル
で
打

ち
合
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
型
の
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ワ
ン
ふ
ら
バ
レ
ー
の
ボ
ー
ル

は
ビ
ニ
ー
ル
で
柔
ら
か
く
、
ス

ピ
ー
ド
も
遅
い
た
め
、
突
き
指

の
心
配
が
な
く
、
年
齢
を
気
に

せ
ず
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
２
月
26
日（
日
）午

前
８
時
30
分
～

■
会
場　
戸
倉
体
育
館

■
募
集
チ
ー
ム
数　
12
チ
ー
ム

＊
1
チ
ー
ム
５
人
以
上
。

■
申
込
方
法　
チ
ー
ム
ご
と
に

申
請
書
を
記
入
し
、１
月
31

日（
火
）ま
で
に
こ
と
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
千
曲
ま
た
は
戸
倉

体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

 
 

県
立
歴
史
館
冬
季
企
画
展　

■
日
程　
１
月
14
日（
土
）～

２
月
26
日（
日
）

■
会
場　
県
立
歴
史
館

■
テ
ー
マ　
高
遠
藩
の
遺
産 

－

　
最
後
の
藩
主
が
残
し
た
も
の

　

－

■
料
金
　
一
般
３
０
０
円
、
大  

　
学
生
１
５
０
円
、
高
校
生
以

　
下
無
料

■
関
連
展
示　
池
上 

典
氏 

高

　
遠
城
再
現
図
・
展
景
図
展

■
同
時
開
催　
千
曲
川
・
梓
川

　
は
こ
う
変
わ
っ
た 

－

江
戸
・

　
大
正
の
絵
図
地
図
が
伝
え
る

　

－

（
歴
史
的
水
害
史
料
活
用

　
研
究
会
主
催
）

●
冬
季
企
画
展
関
連
講
座
①

■
日
時　
１
月
28
日
（
土
）
午

　
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

■
演
題　
内
藤
家
が
地
元
に
残

　
し
た
も
の

■
講
師　
大
澤 

佳
寿
子
さ
ん

　
（
伊
那
市
教
育
委
員
会
）

●
冬
季
企
画
展
関
連
講
座
②

■
日
時　
２
月
18
日
（
土
）
午

　
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

■
演
題　
厩う

ま
や
い
な
り

稲
荷
の
奉
納
品

■
講
師　
小
池 

勝
典
さ
ん（
宮

　
田
村
教
育
委
員
会
）

●
講
座
①
②
共
通

■
料
金　
一
般
３
０
０
円

■
定
員　
80
人
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
な
ど
に
よ
る
事
前
申
込
制
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
県
立

　
歴
史
館 

総
合
情
報
課（
℡
０

　
２
６

－

２
７
４

－

３
９
９
１
）

　
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
情

　
報
共
有
を
楽
し
み
ま
す
。

■
持
ち
物　
手
袋
、ス
コ
ッ
プ
、

　
花
切
は
さ
み
、
草
刈
り
鎌

■
服
装　
作
業
で
き
る
服
装

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
湯

の
さ
と 

ち
く
ま
白
鳥
園（
℡

０
２
６

－

２
７
５

－

0
4
0

　

0
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
戸
倉
体

　
育
館
内
、℡
０
２
６

－

２
７

　
６

－

１
７
３
１
）

▲ワンふらバレーのボール
　（ふらばーる )
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定例 板示掲の℡026-273-1111 （代表）日曜 の日祝・ 局当 当・医番 番薬

〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで 〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで

　　

１
月
の
休
日
開
庁
日 

■
日
時　
１
月
８
日（
日
）午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
開
設
窓
口　
市
役
所
1
階
市
民
課

＊
市
民
課
の
一
部
業
務
を
実
施
し
ま

す
。
住
所
の
異
動
、
税
務
関
係
の

証
明
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課（
内
線

１
２
１
６
）

　　

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ

い
て
小
川
市
長
と
懇
談
し
ま
す
。
一

組
25
分
以
内
で
す
。

■
日
時　
１
月
24
日（
火
）午
前
９

時
～
11
時

■
会
場　
市
長
室
ほ
か

■
申
込
方
法　
１
月
17
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広

報
課（
内
線
４
２
０
１
）

＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12月29日～1月3日）を除いた日のことです。
＊介護、借金問題・消費生活、外国籍市民のための生活、職業、若者・子育て世代の就労、女性、教育、家庭児童、児童虐

待障がい者（児）相談は、「暮らしのカレンダー」をご覧ください。

各種相談（相談無料）

相談内容 期　日 時　間 会　場 問い合わせ先

健康相談 平日 午前８時30分～
午後５時15分

市役所２階
保健センター 健康推進課（内線2131）

法律相談
１月24日（火）

午後１時～３時 市役所３階 総務課（内線4153・要予約）
２月14日（火）

行政相談 １月10日（火） 午後１時～３時 市役所１階 総務課（内線4153）

年金相談

祝日を除く毎週
火・水・金曜日

＊１月３日（火）は除く
午前９時～正午
午後１時～５時

市役所１階
年金相談コーナー

市民課（内線1222）

１月16日（月） 午前９時～正午
午後１時～４時

１月12日（木）
午前９時30分～正午
午後１時～３時

長野南年金事務所
℡026-227-1286（要予約）

１月26日（木）

市民に寄り添う
人権相談 １月23日（月） 午後１時～４時 屋代公民館 人権・男女共同参画課

（内線2252）

　　

市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
提
案

市
役
所
、
市
の
公
共
施
設
、
し
な

の
鉄
道
各
駅
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る

用
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が

の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」か

ら
提
案
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課

（
内
線
４
２
０
１
）

▲ながの電子
申請サービ
スはこちら

＊新型コロナウイルス感染予防のため、いきなり受診することはおやめください。
＊当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に開局しているかを事前に確認してください。また、当番医が

開院している場合は、事前に連絡をしてから受診してください。
　○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）　○更埴消防署（℡026-274-0119）
＊熱が続くなどの症状がある場合は、かかりつけ医か長野保健所℡026-225-9305に電話してください。
＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。

月／日 内科 ・ 外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

１／１
（日・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）
026-273-1212
いろかわ医院（坂城町）
0268-82-2143

若林歯科（杭瀬下）
026-213-7574 磯部土屋薬局（磯部）026-275-6464

１／２
（月）

もみのき内科クリニック（寂蒔）
026-272-3610
いなりやまクリニック（稲荷山）
026-214-3501
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）
026-275-1581

長野寿光会上山田病院歯科
（上山田温泉）
026-276-0300

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

１／３
（火）

鴇沢内科クリニック（屋代）
026-272-3713
とぐらクリニック（戸倉）
026-275-0405
とも泌尿器科クリニック（磯部）
026-261-5815

前山歯科医院（上徳間）
026-276-0282

クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787
磯部土屋薬局（磯部）026-275-6464

１／８
（日）

あんずの里クリニック（森）
026-272-1005
市川内科医院（上山田温泉）
026-275-5515

宮原歯科医院（坂城町）
0268-82-8711

JA あんずいせや薬局（雨宮）
026-273-3108
西沢薬局（上山田温泉）026-276-0501

１／９
（月・祝）

安里医院（内川）026-275-7800
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

竹内歯科医院（屋代）
026-273-4500 内川土屋薬局（内川）026-261-5711

１／15
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）
026-273-1212

大村歯科医院（戸倉）
026-275-0066

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208

１／22
（日）

岡田外科医院（稲荷山）
026-272-2828
中島産婦人科小児科（上山田温泉）
026-275-0111

近藤歯科医院（坂城町）
0268-82-5121

いせや薬局（稲荷山）026-273-4489
やまざき薬局（上山田温泉）
026-261-0071

１／29
（日）

飯島医院（中）026-272-0269
森本眼科クリニック（内川）
026-285-0020

滝沢歯科医院（磯部）
026-276-4636

上野屋薬局（稲荷山）026-272-1053
タカチ薬局（内川）026-275-1624

２／５
（日）

やまざき医院（上徳間）
026-276-2700
こうだ内科（坂城町）
0268-75-7887

前山歯科医院（上徳間）
026-276-0282

戸倉いせや薬局（上徳間）026-261-0070
南条薬局（坂城町）0268-82-7289
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フォトニュース

市立
図書館
お知らせ

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 25件（－19）
自転車盗 22件 （＋６）
車上狙い ５件 （±０）
その他 66件（＋27）

交
通
事
故

件数 155件（＋20）
死者 ０人 （－１）
傷者 183人（＋28）

市内事件 ・ 事故累計

（11月末現在の暫定値）

★更埴図書館（℡026-273-2989）　★戸倉図書館（℡026-276-7001）　★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時　■休館日　１日、２日、３日、10日、16日、23日、30日
■月末図書整理日　26日（戸倉）、27日（更埴・更埴西）
☆上山田公民館図書室（℡026-276-5842）　■開館時間　午前８時30分～午後５時
■休館日　１日、２日、３日、７日、８日、９日、14日、15日、21日、22日、28日、29日

千曲
警察署
お知らせ

℡026-272-0110

11月中の動き
転入 143人
転出 93人
出生 29人
死亡 76人

世帯数
人　口
　男
　女

22,396（+11）
58,216人（＋３）
28,081人（＋13）
30,135人（－10）

人の動き

令和２年国勢調査からの推
計人口（12月１日現在）

おはなし会　

以下の午前10時30分～11時に開催
〇更埴図書館　毎週土曜日
〇戸倉図書館　毎週木曜日
　ロビーおはなし会　１月28日（土）
〇更埴西図書館　毎週水曜日

戸
倉
図
書
館

戸
倉
図
書
館  

新
刊
図
書

新
刊
図
書

○
小
説 

『
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
』
佐
野
広
実

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
精
進
百
撰
』
水
上
勉

○
児
童
向
け

『
こ
の
本
は
よ
ま
れ
る
の
が
き

ら
い
』
ダ
ビ
ッ
ド
・
サ
ン
デ
ン

上
山
田
公
民
館
図
書
室

上
山
田
公
民
館
図
書
室

新
刊
図
書

新
刊
図
書

○
小
説 

『
ソ
ロ
キ
ャ
ン
！
』秋
川
滝
美

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
部
屋
が
片
づ
く 
心
が
ラ
ク
に

な
る 

ス
ッ
キ
リ
暮
ら
す
１
０

０
の
方
法
』

日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ

○
児
童
向
け

『
も
り
ね
こ
』品
田
紗
桜
里

市立図書館おすすめの一冊

飛
ひ だ

騨高
た か や ま

山で生まれた気の小さい少女
は、大小さまざまな出会いや経験を
積み重ねて武

ぶ

道
ど う

館
か ん

に立つまでになる。
主婦にして稀

き だ い

代のエンターテイナー
・清水ミチコの、カラッと笑えてな
んだか沁

し

みる自伝エッセイ。

『カニカマ人生論』

著者／清水ミチコ
出版社／幻冬社

＊ (　) 内は前月比

１位　『あいまい・ぼんやり語辞典』
　　　森山卓郎
１位　『１日３分で変わる！社会人の

　　ための滑舌ドリル 面談・プレ
　　ゼン・会議 あらゆるシーンの
　　話し方に自信がつく』花形一実

３位　『エモい古語辞典』堀越英美

人気の本ベスト３ 【言語】

いつでも、どこからでも、電子書
籍を無料で借りられます。
初めての方は下記
の★の図書館で申
込が必要です。

更
埴
図
書
館

更
埴
図
書
館  

新
刊
図
書

新
刊
図
書

○
小
説 

『
天
下
大
乱
』
伊
東
潤

『
川
の
ほ
と
り
に
立
つ
者
は
』

寺
地
は
る
な

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
絶
滅
し
て
な
い
！
ぼ
く
が
ま

ぼ
ろ
し
の
動
物
を
探
す
理
由
』

宗
像
充

○
児
童
向
け

『
お
ま
も
り
え
ほ
ん　

こ
ど
も

ぼ
う
は
ん
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』

村
田
エ
リ
ー

戸倉上山田温泉の風情ある路地裏の風景が残る「銀座通り商
店街」周辺を舞台に、手作りの雑貨やこだわりの食べ物が並ぶ
マーケット「路地裏ファンタスティック！！」が開催されまし
た。このイベントは、地元高校生や商店街を中心とした実行委
員会が主催し、今年で 5 回目の開催です。

会場では戸倉上山田商工会による電気自動車の試乗なども行
なわれ、子どもからお年寄りまで、幅広い年齢層の人たちが路
地裏を歩きながら買い物や催しなどを楽しみました。

11月13日（日） 戸倉上山田温泉銀座通りの路地裏で

さゆり幼稚園の園児 21 人が市役所を訪れ、小川市長に「い
つもお仕事ありがとうございます」と声を合わせて感謝の気持
ちを伝えました。

園児代表４人から手作りのカレンダーとお花を手渡された小
川市長は「これからも皆さんやその家族が幸せに笑顔で過ごせ
るいいまちにしていきたいと思います。お父さんやお母さん、
おじいちゃん、おばあちゃんにもお家で感謝を伝えてくれると
うれしいです」と話しました。

11月18日（金）さゆり幼稚園の園児が市役所を訪問

ファンタスティックな一日を体験するイベントが開催

小川市長に勤労感謝を伝える

11月14日（月） 千曲市科野の里ふれあい公園の愛称が

「千曲市科野の里ふれあい公園ネーミングライツ協定調印
式」が市役所で行なわれ、命名権者である株式会社サン・パ
ワー社の橋

は し づ め

詰代表取締役と小川市長が協定書に調印しました。
市が公園を対象にネーミングライツパートナーを募集し

たのは今回が初めてで、市内公共施設では 4 例目となります。
　愛称の「サンパワーふれあい公園」には、子どもたちが太陽
の光を浴びながら、のびのびと家族や子どもたちと交流を深
め、心身ともに健康に育っていくようにとの願いが込められ
ています。命名期間は令和５年４月１日から５年間です。

「サンパワーふれあい公園」に決定

11月27日（日） 千曲川ハーフマラソンが開催される

第 8 回千曲川ハーフマラソンが開催されました。令和元
年東日本台風災害や新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、平成 30 年 5 月に開催された第 4 回大会以降中止とな
っていましたが、約４年ぶりに開催となりました。北は北海
道、南は大分県から参加した 1,283 人のランナーが戸倉体育
館をスタートし、白鳥園をゴールとする千曲川両岸 21.0975
キロメートルのコースを駆け抜けました。

コースとなっている堤防道路には参加者の家族や地元住民
が大勢集まり、手を振ったり声援を送ったりしてランナーを
応援しました。

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
を

■
１
１
０
番
標
語　

　
た
め
ら
わ
ず 

正
し
く
使
う 

　
１
１
０
番

「
１
月
10
日
」は「
１
１
０
番

の
日
」で
す
。「
１
１
０
番
」通

報
は
事
件
・
事
故
の
緊
急
電

話
で
す
。
通
報
の
際
は「
慌
て

ず
」、「
落
ち
着
い
て
」警
察
官

の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
１
１
０
番
通
報
の
際
の
質
問

内
容

〇「
何
が
」「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

　
あ
っ
た
の
か
？

〇
犯
人
の
特
徴
は
？

〇
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

〇
あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号
は
？

■
緊
急
で
な
い
通
報
の
場
合

　
警
察
に
対
す
る
相
談
は
、警

　
察
安
全
相
談
電
話「
＃
９
１

　
１
０
」に
お
願
い
し
ま
す
。

落
と
し
物
、
拾
い
物
や
免
許

関
係
の
問
い
合
わ
せ
は
、
千

曲
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
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「
今
日
、焼
き
い
も
大
会
で
は
、口
に

お
い
も
が
入
っ
て
い
て
も
、
次
の
お
い

も
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
よ
」と
、
食

べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
１
歳
児
を
去
年

家
族
に
迎
え
、３
人
の
子
ど
も
た
ち
と

共
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
ゲ
ー

ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
興
味
を
示
す
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

外
遊
び
も
一
緒
に
楽
し
め
る
か
わ
い
い

時
期
で
す
。
祖
父
の
畑
や
田
ん
ぼ
で
季

節
の
食
べ
物
や
生
き
物
を
満
喫
し
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
の
び
の
び
と
遊

び
回
れ
る
今
の
環
境
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
ま
す
。
ご
近
所
さ
ん
も
子
ど
も
た

ち
を
見
か
け
る
と
、
た
く
さ
ん
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ
た
た
か
く
見
守

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
な
あ
と
、
と
て
も

嬉う
れ

し
い
で
す
。
子
ど
も
は
、
自
然
と
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
大
き
く
成
長
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

今
年
度
か
ら
夫
婦
で
フ
ル
タ
イ
ム
に

な
り
、
今
ま
で
以
上
に
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
で
、１
日
で
家
族
で
過
ご
す
時
間

の
方
が
短
い
、
そ
ん
な
毎
日
で
す
が
、

祖
父
、
祖
母
に
支
え
て
も
ら
い
、
夫
と

と
協
力
し
な
が
ら
バ
タ
バ
タ
過
ご
す

日
々
で
す
。
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
、
自

分
の
子
育
て
を
振
り
返
る
機
会
を
も

ら
う
と「
も
っ
と
心
の
広
い
母
に
な
ろ

う
」と
反
省
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
反

省
も
あ
ま
り
長
く
続
か
ず
…
。
ま
た
今

日
か
ら
、
少
し
心
に
余
裕
の
あ
る
子
育

て
を
目
指
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

のの

Vol.Vol.141141
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今
ま
で
以
上
に
、
素
晴
ら
し
い
ま
ち

に
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一

緒
に
千
曲
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！！

　
と
こ
ろ
で
市
で
は
、
昨
年
か
ら
魅
力

発
信
の
方
法
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
千

曲
市
役
所
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
、
人
気
芸
人
の
鬼
越
ト
マ
ホ

ー
ク
（
坂
井
良
多
さ
ん
は
千
曲
市
出
身
）

と
コ
ラ
ボ
し
た
動
画
は
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　
今
ま
で
以
上
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
、
今
後
も
千
曲
市
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
早
速
お
知
ら
せ
で

す
。

第10回

　
　
　
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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新

千曲市長　小川 　修一修一

「今まで以上に」

今月の寄稿者

合
ご う づ

津 せなさん（力石）

ちくま
らいぶらり

「お気に入りの場所・風景」をテーマに市報11月号で募集し、Twitter、
Facebookで投稿された写真の中から、魅力的な写真を紹介します。

作品募集中‼
1月のテーマ

　新　　春

①テーマに関する写真を市内で撮影！
②千曲市公式アカウントをフォロー
③撮影場所と写真タイトルを入れて、
　『# ちくまぶらり』『# 千曲市』
　をつけて投稿！

応募はTwitter／Facebookから!

問い合わせ先 秘書広報課（内線4202）

応募規程

詳しくは

ちくまぶらり

場所は市内の山中でしょうか。光と影をう
まく使って、何だか伸びゆく木の生命力の
ようなものを感じます。（広報 T）

Junichi Aizawaさん
『姨捨山』

姨捨サービスエリアからの１枚。秋晴れの素晴らしい風景のパノラマ写真
をいただきました。よく見ると目の前には収穫を控えたリンゴが実ってい
ます。この市報が出るころには新年を迎えますが、この景色のようなすが
すがしい気分で新年を迎えたいです。（広報 T）

@aicii_photo
『息吹』

千曲市メール

配信サービス

■市の情報やニュースはこちらからご覧ください

千曲市公式

ホームページ
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！
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あんず保育園と雨宮保育園を統合した「あんずの
里保育園」が１月11日（火）に開園しました。
同園は、当初4月に開園の予定でしたが、保護者
会などからの早期開園を望む声などから、3か月
前倒ししての開園となりました。

あんずの里保育園が開園

１月

6月

令和3年12月から試運転を行なっていた「ちくま
環境エネルギーセンター」が本稼働を開始。それ
に伴い、同施設から発生する余熱を有効活用した
「Re SPAシンコースポーツ（千曲市余熱利用施
設）」が6月５日（日）にオープンしました。

ちくま環境エネルギーセンター本稼働ちくま環境エネルギーセンター本稼働
RR

リリ

ee  SS
ス パス パ

PAPA シンコースポーツ（千曲市 シンコースポーツ（千曲市
余熱利用施設）がオープン余熱利用施設）がオープン

4月

令和8年度を目標年度とした、市のまちづくりの
新たな指針となる「第三次千曲市総合計画」が４
月からスタートしました。市の将来像を「人をて
らす 人をはぐくむ 人がつながる 月の都～文化伝
承創造都市・千曲～」、将来に向けて「千曲っ子
が元気に育つ、生涯学びのまち」「千曲の特色を
磨き上げ、賑わいと活力のあるまち」など7つの
基本目標を掲げています。

第三次千曲市総合計画がスタート第三次千曲市総合計画がスタート 指定ごみ袋購入チケットの廃止
令和3年６月に指定ごみ袋チケット制度について
アンケート調査を行なったところ、「制度不要」
が大半を占めました。このことから、市および環
境審議会で検討を重ねた結果、市民にごみ排出抑
制や資源物分別の意識が根付いているなどの理由
から、令和４年４月１日に同制度を廃止しまし
た。

4月

廃　止廃　止

シェアサイクルの取り組みがプラチナ大賞
で優秀賞を受賞
市が県、上田市と進めている「広域シェアサイ
クル」の取り組みが、10月24日（月）に東京都
千代田区で開催された第10回プラチナ大賞最終
審査発表会・表彰式で「優秀賞（広域資源活用
賞）」を受賞しました。

10月

3月

3月25日（金）、千曲市が全国に誇る「姨捨の棚
田」が新たに、農林水産省が実施する「つなぐ棚
田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」に認定され
ました。
今回の認定は、市棚田保全推進会議に参画する保
全６団体の皆さんの景観維持のための地道な活動
が評価されたものです。

姨捨棚田が「つなぐ棚田遺産」に認定姨捨棚田が「つなぐ棚田遺産」に認定

雨宮産業団地で各社施設の建設工事開始
雨宮産業団地「Dプロジェクト長野千曲」の区画
内で、大和ハウス工業株式会社のマルチテナント
型物流施設「DPL長野千曲」や新光電気工業株式
会社の千曲工場など、各社施設の建設工事が着工
しました。

国が「（仮称）屋代スマートIC」を
準備段階調査の新規着手箇所に決定

令和4年9月30日、国土交通省からスマートイン
ターチェンジの必要性を確認できた箇所（準備段
階調査着手箇所）の発表があり、（仮称）屋代ス
マートインターチェンジが準備段階調査着手箇所
に決定しました。

9月

災害時等における応急業務兼受入、福祉避
難所設置運営等に関する各協定を締結

「市内17社会福祉法人と福祉避難所設置運営」
や「大和ハウス工業株式会社と災害時における避
難者受け入れ」に関する協定を締結し、災害時の
避難所確保に備えました。また、「長野県弁護士
会と災害時における相談業務」や「株式会社ダイ
ナム、長野三菱自動車販売株式会社、三菱自動車
工業株式会社と応急業務等」
に関する協定を締結。令和元
年東日本台風災害を教訓に、
災害に強く、安全で安心な暮
らしができるまちづくりを進
めています。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化
市独自の対策を実施
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、保
険税（料）などの減免や低所得の子育て世帯に対
する生活支援特別給付金などの支援策を実施。ま
た、月の都 ちくま割、キャッシュレスキャンペー
ン、デジタルクーポン発行支援事業など市独自の
経済対策を実施しました。
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株式会社信州スポーツスピリット     ℡026-214-7022（平日午前９時～午後５時30分）

YouYou
Tube HP

HP
　ようこそ信州へ。日本の生活には慣れましたか。

　同じ外国人選手の（ジョシュ・）ホーキンソン選手　同じ外国人選手の（ジョシュ・）ホーキンソン選手
などのアドバイスを受けながら徐々に慣れてきていまなどのアドバイスを受けながら徐々に慣れてきていま
す。最初に大変だったのが車の運転です。アメリカです。最初に大変だったのが車の運転です。アメリカで
は右車線を走行しますので、慣れるまで少し時間がかは右車線を走行しますので、慣れるまで少し時間がか
かっています。かっています。

　最後に皆さんにメッセージをお願いします。

僕をチームに受け入れてくれてありがとうございま僕をチームに受け入れてくれてありがとうございま
す。チームのために、街のために、ハードに戦ってチャす。チームのために、街のために、ハードに戦ってチャ
ンピオンシップを目指して頑張りますので、応援よろンピオンシップを目指して頑張りますので、応援よろ
しくお願いします。しくお願いします。

選手選手 ウィリアム・モズリー ウィリアム・モズリー

■ポジション　　センター
■生年月日　　1989年６月22日
■出身地　　　アメリカ合衆国
■身長／体重　203cm／104kg
■経歴　
2018-19年 Pallacanestro Trieste（イタリア）
2019-21年 Partizan Mozzart Bet（セルビア）
2021-22年 Mornar Barsko zlato（セルビア）
2022.4-22.7 BC UNICS（ロシア）
2022.11～ 信州ブレイブウォリアーズ

＃＃4242 Interview
Roster

　１　１月月3131日（火）までに、Twit日（火）までに、Twit
ter、Facebook、Instagramでter、Facebook、Instagramで
「＃市報千曲「＃市報千曲１１月号bwプレゼン月号bwプレゼン
ト」をつけて投稿した人の中かト」をつけて投稿した人の中か
ら抽選でら抽選で１１名様にサイン色紙を名様にサイン色紙を
プレゼントします。プレゼントします。
　詳しくは、株式会社信州ス　詳しくは、株式会社信州ス
ポーツスピリットに問い合わせポーツスピリットに問い合わせ
てください。てください。

モズリー選手のサイン色紙モズリー選手のサイン色紙
SNS 投稿者SNS 投稿者にに抽選抽選でプレゼント！でプレゼント！

千曲市民千曲市民

限定限定

　信州に加入したきっかけは。

　ブースターはモズリー選手のプレイを楽しみにしています。

　「僕のここを観てほしい」という点を教えてください。

ディフェンス面での積極性が強みです。また、コートディフェンス面での積極性が強みです。また、コート
にいる時でもいない時でも、チームに元気をもたらすにいる時でもいない時でも、チームに元気をもたらす
よう心がけています。よう心がけています。
　千曲市には疲れを癒すのにぴったりな温泉があります。

　試合や練習後にぜひ入りに来てもらえるとうれしいです。

温泉については、ホーキンソン選手からもよく聞い温泉については、ホーキンソン選手からもよく聞い
ています。体の管理も重要な仕事の一つなので、ぜひています。体の管理も重要な仕事の一つなので、ぜひ
行ってみたいと思っています。行ってみたいと思っています。

　僕自身や僕のエージェント ( 代理人 )、過去に世話を　僕自身や僕のエージェント ( 代理人 )、過去に世話を
してくれたコーチなどが、勝久マイケル HC と話をすしてくれたコーチなどが、勝久マイケル HC と話をす
る中で繋がって加入に至りました。以前から、僕も僕る中で繋がって加入に至りました。以前から、僕も僕
の家族も、いつか日本に訪れてみたいという気持ちがの家族も、いつか日本に訪れてみたいという気持ちが
ありました。ここ最近はずっとヨーロッパにいたことありました。ここ最近はずっとヨーロッパにいたこと
もあって、何か新しい経験がしてみたいと思っていたもあって、何か新しい経験がしてみたいと思っていた
中で、信州からオファーがあり、すぐに契約に至りま中で、信州からオファーがあり、すぐに契約に至りま
した。した。

ホワイトリング（長野市）ホワイトリング（長野市）会場

1212..3131 15 ： 0515 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

A
T

11.. １１ 15 ： 0515 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

U
N

vs. 宇都宮ブレックス

11.. ６６ 19 ： 0519 ： 05
TIP OFFTIP OFFF

R
I

vs. 新潟アルビレックス BB

11..2121 14 ： 0514 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

A
T

11..2222 14 ： 0514 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

U
N

vs. 千葉ジェッツ

22.. ４４ 19 ： 0519 ： 05
TIP OFFTIP OFFS
A
T

22.. ５５ 15 ： 0515 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

U
N

vs. 川崎ブレイブサンダース

11.. ７７ 15 ： 0515 ： 05
TIP OFFTIP OFFS

A
T

HP


	4年度市報1月前半lo
	名称未設定-2
	4年度市報1月後半_lo

